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五戸の未来シリーズ⑨

切谷内小学校

©東京ハイジ/五戸町

町の子どもたちを紹介する五戸の未来
シリーズ小学校編第２弾。
今回は「切谷内小学校」さんです。
今年、創立150周年を迎えた切谷内小学
校では、記念事業の第１弾として運動会
のフィナーレにバルーンリリースが行わ
れました。
五戸町観光協会の皆さんや地元中学生の
協力により実現したこの企画。色とりどり
のバルーンが青空へと舞い上がる光景は、
子どもたちの希望に満ちた未来を象徴する
ようなひとときとなりました。

切谷内小学校切谷内小学校切谷内小学校
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必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
関
係
法
の
改
正
に
伴
い
、

特
定
在
留
カ
ー
ド
及
び
特

定
特
別
永
住
者
証
明
書
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用

弁
償
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❸
五
戸
町
指
定
管
理
者
に
よ

る
公
の
施
設
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
公
の
施
設
と
し
て
新

た
に
設
置
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の

❹
五
戸
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❺
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
関
係
法
令
の
施
行
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❻
五
戸
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
関
係
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
土
地
開
発
基
金
条

例
の
廃
止

【
内
容
】

・
基
金
で
用
地
を
先
行
取
得

す
る
有
効
性
や
必
要
性
が

薄
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
７
１
１
７
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
４
億
５
６
２
３
万
９
千
円

❷
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
０
３
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
７
４
２
８
万
４
千
円

❸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

66
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
７
４
４
万
７
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
澤
田
　
　
尚  

氏
（
67
歳
）

八
戸
市
大
字
田
面
木
字
中
村

【
再
任
】

主
な
職
歴

八
戸
市
立
白
銀
中
学
校
教
頭

新
郷
村
立
野
沢
中
学
校
校
長

三
八
教
育
事
務
所
次
長

八
戸
市
立
第
一
中
学
校
校
長

八
戸
市
福
祉
公
民
館
館
長

任
期

令
和
８
年
７
月
４
日
〜

令
和
11
年
７
月
３
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
岩
井
壽
美
雄  

氏
（
75
歳
）

　
大
字
倉
石
中
市
字
中
市

❷
中
川
原
扶
貴
子  

氏
（
70
歳
）

　
大
字
扇
田
字
扇
田

❸
佐
々
木
喜
克  

氏
（
40
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
粒
ケ
谷
地

❹
石
田
　
弘
文  

氏
（
71
歳
）

　
大
字
浅
水
字
浅
水

❺
大
沢
ト
モ
子  

氏
（
71
歳
）

　
字
正
場
沢

❻
髙
村
　
國
昭  

氏
（
76
歳
）

　
大
字
倉
石
石
沢
字
高
岩

❼
古
川
　
武
雄  

氏
（
45
歳
）

　
大
字
扇
田
字
野
沢

❽
中
里
　
　
登  

氏
（
75
歳
）

　
大
字
上
市
川
字
中
坪

❾
沼
沢
こ
え
子  

氏
（
73
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
滝
ノ
上

�
佐
々
木
一
榮  

氏
（
78
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
熊
戸

�
髙
橋
　
　
克  

氏
（
65
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
志
戸
岸

�
川
﨑
　
良
巳  

氏
（
71
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
切
谷
内
村

�
竹
原
　
正
悦  
氏
（
72
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
太
田

�
類
家
　
利
光  

氏
（
63
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
菖
蒲
川
下
谷
地

�
山
部
　
憲
秀  

氏
（
63
歳
）

　
字
荒
町

任
期

令
和
８
年
７
月
20
日
〜

令
和
11
年
７
月
19
日

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議決件数　９件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

７　件

認　　定

０　件

第18回　令和８年５月　臨時会
５月７日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　28件

原案可決

12　件

同　　意

16　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第19回　令和８年６月　定例会
６月４日から９日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

町
長
追
加
提
出
案
件

❶
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
新
設
工
事

・
㈱
川
村
土
木

３
億
２
７
８
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
直
売
所
用
レ
ジ
等
機
器
購

入
・
㈱
文
屋

１
９
２
５
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

❷
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
各
関
係
法
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
承
認

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
８
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
△
６
４
５
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額

　
１
１
７
億
９
７
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
物
価
高
騰
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
返
還
金

△
２
６
６
万
５
千
円

・
病
院
事
業
会
計
健
診
業
務

負
担
金△

６
５
１
万
９
千
円

・
五
戸
中
学
校
改
築
工
事
実

施
設
計
業
務
委
託
料

△
２
２
７
７
万
８
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
１
０
６
万
５
千
円

・
予
算
総
額

５
億
８
７
２
１
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
１
６
３
０
万
９
千
円

・
予
算
総
額

20
億
１
４
４
２
万
７
千
円

❹
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
２
３
万
５
千
円

・
予
算
総
額

３
５
１
５
万
円

❺
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

・
収
益
的
収
入

　
２
７
９
万
３
千
円
減
の

　
19
億
９
９
４
９
万
３
千
円

・
資
本
的
収
入

　
２
３
０
万
円
減
の

　
１
億
６
５
１
５
万
２
千
円

全
員
賛
成
で
承
認

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
五
戸
町
一
般
会
計
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

❷
五
戸
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん

❶
農
産
物
直
売
等
拠
点
施
設

バ
・
オ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
と
期
間

○
団
体
の
名
称

　
コ
ム
ラ
醸
造
株
式
会
社

○
指
定
の
期
間

　
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
設
置
条
例

【
内
容
】

・
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
新
た
に
設
置
し
、
そ

の
管
理
運
営
等
に
つ
い
て

旧五戸高校野球場跡地に整備中の
多目的グラウンドの完成イメージ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

指
定
管
理
　
１
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
　
１
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
　
15
件

条
例
の
制
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

報
告
　
２
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算
　
５
件

財
産
の
取
得
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
６
件

令
和
８
年
度
補
正
予
算 

３
件

条
例
の
廃
止
　
１
件

い
わ

さ
わ

ひ
さ
し

だ

な
か
が
わ
ら

ふ

き

こ

い

す

み

お

き
よ
し

さ

さ

か
つ

お
お
さ
わ
と

も

こ

た
か
む
ら

く
に
あ
き

ふ
る
か
わ

た
け
お

な
か
さ
と

の
ぼ
る

ぬ
ま
さ
わ

こ

こ

え

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み

さ

さ

き
か
ず
え

た
か
は
し

ま
さ
る

か
わ
さ
き

よ
し
み

た
け
は
ら

せ
い
え
つ

や
ま
べ

の
り
ひ
で

る
い
け

と
し
み
つ
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必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
関
係
法
の
改
正
に
伴
い
、

特
定
在
留
カ
ー
ド
及
び
特

定
特
別
永
住
者
証
明
書
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用

弁
償
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❸
五
戸
町
指
定
管
理
者
に
よ

る
公
の
施
設
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
公
の
施
設
と
し
て
新

た
に
設
置
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の

❹
五
戸
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❺
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
関
係
法
令
の
施
行
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❻
五
戸
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正 

【
内
容
】

・
関
係
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
土
地
開
発
基
金
条

例
の
廃
止

【
内
容
】

・
基
金
で
用
地
を
先
行
取
得

す
る
有
効
性
や
必
要
性
が

薄
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
億
７
１
１
７
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
４
億
５
６
２
３
万
９
千
円

❷
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
０
３
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
７
４
２
８
万
４
千
円

❸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

66
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
７
４
４
万
７
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
澤
田
　
　
尚  

氏
（
67
歳
）

八
戸
市
大
字
田
面
木
字
中
村

【
再
任
】

主
な
職
歴

八
戸
市
立
白
銀
中
学
校
教
頭

新
郷
村
立
野
沢
中
学
校
校
長

三
八
教
育
事
務
所
次
長

八
戸
市
立
第
一
中
学
校
校
長

八
戸
市
福
祉
公
民
館
館
長

任
期

令
和
８
年
７
月
４
日
〜

令
和
11
年
７
月
３
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
岩
井
壽
美
雄  

氏
（
75
歳
）

　
大
字
倉
石
中
市
字
中
市

❷
中
川
原
扶
貴
子  

氏
（
70
歳
）

　
大
字
扇
田
字
扇
田

❸
佐
々
木
喜
克  

氏
（
40
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
粒
ケ
谷
地

❹
石
田
　
弘
文  

氏
（
71
歳
）

　
大
字
浅
水
字
浅
水

❺
大
沢
ト
モ
子  

氏
（
71
歳
）

　
字
正
場
沢

❻
髙
村
　
國
昭  

氏
（
76
歳
）

　
大
字
倉
石
石
沢
字
高
岩

❼
古
川
　
武
雄  

氏
（
45
歳
）

　
大
字
扇
田
字
野
沢

❽
中
里
　
　
登  

氏
（
75
歳
）

　
大
字
上
市
川
字
中
坪

❾
沼
沢
こ
え
子  

氏
（
73
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
滝
ノ
上

�
佐
々
木
一
榮  

氏
（
78
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
熊
戸

�
髙
橋
　
　
克  

氏
（
65
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
志
戸
岸

�
川
﨑
　
良
巳  

氏
（
71
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
切
谷
内
村

�
竹
原
　
正
悦  

氏
（
72
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
太
田

�
類
家
　
利
光  

氏
（
63
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
菖
蒲
川
下
谷
地

�
山
部
　
憲
秀  

氏
（
63
歳
）

　
字
荒
町

任
期

令
和
８
年
７
月
20
日
〜

令
和
11
年
７
月
19
日

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議決件数　９件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

７　件

認　　定

０　件

第18回　令和８年５月　臨時会
５月７日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　28件

原案可決

12　件

同　　意

16　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第19回　令和８年６月　定例会
６月４日から９日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

町
長
追
加
提
出
案
件

❶
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
新
設
工
事

・
㈱
川
村
土
木

３
億
２
７
８
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
直
売
所
用
レ
ジ
等
機
器
購

入
・
㈱
文
屋

１
９
２
５
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

❷
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
各
関
係
法
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
承
認

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
８
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
△
６
４
５
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額

　
１
１
７
億
９
７
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
物
価
高
騰
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
返
還
金

△
２
６
６
万
５
千
円

・
病
院
事
業
会
計
健
診
業
務

負
担
金△

６
５
１
万
９
千
円

・
五
戸
中
学
校
改
築
工
事
実

施
設
計
業
務
委
託
料

△
２
２
７
７
万
８
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
１
０
６
万
５
千
円

・
予
算
総
額

５
億
８
７
２
１
万
２
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
１
６
３
０
万
９
千
円

・
予
算
総
額

20
億
１
４
４
２
万
７
千
円

❹
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
３
２
３
万
５
千
円

・
予
算
総
額

３
５
１
５
万
円

❺
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

・
収
益
的
収
入

　
２
７
９
万
３
千
円
減
の

　
19
億
９
９
４
９
万
３
千
円

・
資
本
的
収
入

　
２
３
０
万
円
減
の

　
１
億
６
５
１
５
万
２
千
円

全
員
賛
成
で
承
認

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
五
戸
町
一
般
会
計
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

❷
五
戸
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん

❶
農
産
物
直
売
等
拠
点
施
設

バ
・
オ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
と
期
間

○
団
体
の
名
称

　
コ
ム
ラ
醸
造
株
式
会
社

○
指
定
の
期
間

　
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
設
置
条
例

【
内
容
】

・
五
戸
町
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
新
た
に
設
置
し
、
そ

の
管
理
運
営
等
に
つ
い
て

旧五戸高校野球場跡地に整備中の
多目的グラウンドの完成イメージ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

指
定
管
理
　
１
件

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
　
１
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
　
15
件

条
例
の
制
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
２
件

報
告
　
２
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算
　
５
件

財
産
の
取
得
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
６
件

令
和
８
年
度
補
正
予
算 

３
件

条
例
の
廃
止
　
１
件

い
わ

さ
わ

ひ
さ
し

だ

な
か
が
わ
ら

ふ

き

こ

い

す

み

お

き
よ
し

さ

さ

か
つ

お
お
さ
わ
と

も

こ

た
か
む
ら

く
に
あ
き

ふ
る
か
わ

た
け
お

な
か
さ
と

の
ぼ
る

ぬ
ま
さ
わ

こ

こ

え

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み

さ

さ

き
か
ず
え

た
か
は
し

ま
さ
る

か
わ
さ
き

よ
し
み

た
け
は
ら

せ
い
え
つ

や
ま
べ

の
り
ひ
で

る
い
け

と
し
み
つ



⑤ ごのへ議会だより 第60号 ごのへ議会だより 第60号 ④

小中学生の1000人当たり不登校児童生徒数

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ７Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
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36.3

38.6

60.8
54.3

45.5

41.3

26.0

中学生の不登校率

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ７Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

12.000％
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国

五戸町
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8.9%

6.8%

6.8%

10.1%

3.5%

7.2%

9.1%

　
不
登
校
相
談
の
窓
口
は
。

　
一
義
的
に
は
学
級
担
任
。

必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
紹
介
し
て
い

る
。
今
後
は
教
育
課
に
配
属

し
て
い
る
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
窓
口
に
な
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
を
抱
え

る
家
族
を
支
援
す
る
団
体
へ

の
援
助
は
。

　
要
望
が
あ
れ
ば
援
助
を
考

え
て
い
く
。

　
ご
み
削
減
の
目
標
及
び
、

周
知
方
法
は
。

　
生
活
系
燃
え
る
ご
み
焼
却

量
を
１
人
１
日
あ
た
り
、
令

和
２
年
度
の
実
績
５
１
６
ｇ

に
対
し
て
、
令
和
12
年
度

４
７
８
ｇ
（
約
８
％
削
減
）、

令
和
17
年
度
４
３
５
ｇ

（
約
16
％
削
減
）。

（
令
和
６
年
度
の
実
績
は

５
２
９
ｇ
）

　
広
報
誌
へ
の
掲
載
を
始
め

と
し
た
各
種
媒
体
に
よ
る
情

報
発
信
の
ほ
か
、
自
治
会
長

会
議
な
ど
で
の
啓
発
活
動
に

よ
り
周
知
。

　
生
活
系
ご
み
と
は
。
ま
た

ご
み
排
出
抑
制
は
。

　
生
活
系
ご
み
と
は
、
日
常

生
活
を
営
む
中
で
排
出
さ
れ

る
燃
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
の
全
て
。

　
ご
み
の
排
出
抑
制
は
、
生

ご
み
の
３
キ
リ
運
動（
食
材

を「
使
い
切
り
」、
食
べ
残
し

を
し
な
い「
食
べ
き
り
」、

ひ
と
し
ぼ
り
す
る「
水
き
り
」）

の
推
進
。
集
団
回
収
に
よ

る
、
古
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

瓶
、
ア
ル
ミ
缶
、
鉄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
。

　
ご
み
削
減
の
可
視
化
は
。

　
今
年
度
内
に
、
年
１
、
２

回
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ご
み

ア
プ
リ
で
通
知
。

　測
れ
な
い
も
の
は
改
善
で

き
な
い
。

　
ご
み
削
減
に
対
す
る
住
民

の
意
欲
を
高
め
、
維
持
す
る

た
め
に
も
可
視
化
の
頻
度
を

上
げ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
不
登
校
の
人
数
及
び
、
校

内
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果

は
。

　
令
和
７
年
度
の
不
登
校
は

小
学
校
25
人（
９
人
増
）、

中
学
校
25
人（
６
人
減
）。

　
五
戸
中
学
校
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
は
延
べ
10
人

が
利
用
。
通
常
の
教
室
に

復
帰
で
き
た
生
徒
が
い
た
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
安
心
し

て
学
校
に
送
り
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
の
話
を
聞
い

て
い
る
。

　
今
年
度
は
五
戸
小
学
校
に

も
開
設
、
５
人
が
利
用
中
。

答 

若
宮
町
長

答 

三
浦
健
康
増
進
課
長

答 

三
浦
健
康
増
進
課
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 
櫻
井
教
育
課
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
出
品
予
定

者
は
何
名
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
６
月
１
日
時
点
で
１
０
９

名
。
当
初
の
想
定
を
上
回
っ

て
い
る
。

　
出
品
予
定
者
の
農
産
物
の

品
目（
果
樹
・
野
菜
・
穀

物
・
そ
の
他
な
ど
主
な
種
類
）

に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

　
現
時
点
で
４
４
６
品
目
の

出
品
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

最
も
多
い
野
菜
類
で
は
、
ナ

ガ
イ
モ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
ゴ
ボ

ウ
・
ピ
ー
マ
ン
・
ネ
ギ
等
。

山
菜
・
キ
ノ
コ
類
で
は
、
み

ず
・
き
く
ら
げ
・
こ
ご
み
・

し
ど
け
・
タ
ラ
の
芽
。
果
物

で
は
、
り
ん
ご
・
さ
く
ら
ん

ぼ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・

桃
。
ま
た
、
コ
メ
や
豆
類
、

牛
肉
や
馬
肉
の
畜
産
品
な
ど

多
彩
と
な
っ
て
い
る
。

  

設
備
に
防
災
機
能
も
持
た

せ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
場
所
は
。

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

は
、
正
面
玄
関
か
ら
見
て
隣

接
す
る
芝
生
広
場
の
左
奥
、

防
災
備
蓄
倉
庫
に
集
約
す
る
。

　
当
初
、
医
療
施
設
も
開
設

す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
。

　
医
療
施
設
は
諸
般
の
事
情

に
よ
り
開
設
が
困
難
と
な
っ

た
。
今
後
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、

運
営
事
業
者
を
募
集
す
る
。

　
開
業
時
期
に
つ
い
て
、
出

品
予
定
者
は
お
盆
前
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
強
い
意
向

が
あ
る
が
、
早
め
る
こ
と
は

可
能
か
。

　
当
初
予
定
の
８
月
27
日

か
ら
変
更
し
て
、
８
月
６
日

午
前
９
時
に
オ
ー
プ
ン
し
、

お
盆
の
需
要
を
取
り
込
む
。

質
問 

③

質
問 

④

　
事
業
の
概
要
は
。
ト
イ
レ
、

駐
車
場
の
整
備
計
画
は
あ
る

か
。

　
旧
五
戸
高
校
の
野
球
場
に

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
新

設
す
る
も
の
。
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
１
面
、
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
１
面
が
入
る
広
さ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

ひ
ば
り
野
西
高
校
開
校
に
お

け
る
支
援
政
策
の
一
環
で
も

あ
り
、
高
校
の
利
用
頻
度
が

高
い
と
想
定
し
て
い
る
た
め
、

ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
整
備
計
画

は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
隣

接
す
る
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
、

駐
車
場
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
事
業
費
の
中
に
Ｊ
Ｆ
Ａ

（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）の

助
成
金
が
入
っ
て
い
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
以

外
の
催
事
に
使
用
し
て
も
差

し
支
え
な
い
か
。

　
申
請
段
階
に
お
い
て
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
と
し
て

申
請
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民

に
供
用
し
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
利
用
が
可
能
で
あ
る

と
確
認
し
て
い
る
。

 

　
現
在
の
野
球
場
の
外
周
に

樹
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
も
伐
採
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

　
工
事
に
支
障
の
あ
る
樹
木

及
び
今
後
支
障
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
は

伐
採
す
る
。

質
問 

②

質
問 

①

要

　望

◆令和７年度の小中学生
　不登校の状況は

　教育長　1,000人あたり60.8人
　　　　　（昨年比6.5人増）

◆多目的グラウンドへの駐車場・トイレの整備計画が
　ないようだが

　教育長　必要に応じて隣接する学校施設の駐車場と
　　　　　トイレを利用させていただくことを検討

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

答 

澤
田
教
育
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

答 

若
宮
町
長

一般質問一般質問
６
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
ご
み
削
減
の
目
標
値（
令
和
17
年
度
）は

　
町
長
　
生
活
系
ご
み
16
％
削
減（
令
和
２
年
度
比
）

◆
産
直
施
設
バ
・
オ
ー
ル
の
開
業
日
は

　
町
長
　
８
月
６
日
に
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
当
初
予
定
の
８
月
27
日
か
ら
前
倒
し

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問
要
旨

　
不
登
校
児
童
生
徒
は
全

国
的
に
増
加
傾
向
で
あ

る
。

　
五
戸
町
は
全
国
平
均
を

越
え
て
い
る
。
昨
年
中
学

校
に
開
設
し
た
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
の
成
果
は

い
か
が
か
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
を
抱

え
る
家
族
を
支
援
す
る
団

体
に
援
助
で
き
な
い
か
。

質
問
要
旨

　
旧
五
戸
高
校
野
球
場
に

整
備
す
る
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
人
工
芝
を
敷
設

し
た
屋
外
施
設
で
サ
ッ

カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
が
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
使

用
で
き
る
と
の
こ
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
概
要

図
面
を
見
る
限
り
ト
イ
レ

も
な
く
、
駐
車
場
も
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
住

民
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

設
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

質
問
要
旨

　
現
在
整
備
中
の
産
直
施

設
バ
・
オ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
町
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、
５
月
上
旬
ま

で
に
建
築
工
事
完
了
、
７

月
下
旬
ま
で
に
外
構
工
事

完
了
と
な
り
、
８
月
下
旬

開
業
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
予
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

質
問
要
旨

　
生
活
系
ご
み
削
減
は
住

民
へ
の
周
知
・
協
力
が
目

標
達
成
の
カ
ギ
と
な
る
。

ど
の
よ
う
に
周
知
し
協
力

を
得
る
の
か
。
ま
た
、
生

活
系
ご
み
の
削
減
の
方
法

は
い
か
が
か
。

質
問 

①

質
問 

①

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員
とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

4.7%

2.3%

1.9%

2.9%

2.0%2.1%
2.4%
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小中学生の1000人当たり不登校児童生徒数
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不
登
校
相
談
の
窓
口
は
。

　
一
義
的
に
は
学
級
担
任
。

必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
紹
介
し
て
い

る
。
今
後
は
教
育
課
に
配
属

し
て
い
る
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
窓
口
に
な
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
を
抱
え

る
家
族
を
支
援
す
る
団
体
へ

の
援
助
は
。

　
要
望
が
あ
れ
ば
援
助
を
考

え
て
い
く
。

　
ご
み
削
減
の
目
標
及
び
、

周
知
方
法
は
。

　
生
活
系
燃
え
る
ご
み
焼
却

量
を
１
人
１
日
あ
た
り
、
令

和
２
年
度
の
実
績
５
１
６
ｇ

に
対
し
て
、
令
和
12
年
度

４
７
８
ｇ
（
約
８
％
削
減
）、

令
和
17
年
度
４
３
５
ｇ

（
約
16
％
削
減
）。

（
令
和
６
年
度
の
実
績
は

５
２
９
ｇ
）

　
広
報
誌
へ
の
掲
載
を
始
め

と
し
た
各
種
媒
体
に
よ
る
情

報
発
信
の
ほ
か
、
自
治
会
長

会
議
な
ど
で
の
啓
発
活
動
に

よ
り
周
知
。

　
生
活
系
ご
み
と
は
。
ま
た

ご
み
排
出
抑
制
は
。

　
生
活
系
ご
み
と
は
、
日
常

生
活
を
営
む
中
で
排
出
さ
れ

る
燃
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
の
全
て
。

　
ご
み
の
排
出
抑
制
は
、
生

ご
み
の
３
キ
リ
運
動（
食
材

を「
使
い
切
り
」、
食
べ
残
し

を
し
な
い「
食
べ
き
り
」、

ひ
と
し
ぼ
り
す
る「
水
き
り
」）

の
推
進
。
集
団
回
収
に
よ

る
、
古
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

瓶
、
ア
ル
ミ
缶
、
鉄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
。

　
ご
み
削
減
の
可
視
化
は
。

　
今
年
度
内
に
、
年
１
、
２

回
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ご
み

ア
プ
リ
で
通
知
。

　測
れ
な
い
も
の
は
改
善
で

き
な
い
。

　
ご
み
削
減
に
対
す
る
住
民

の
意
欲
を
高
め
、
維
持
す
る

た
め
に
も
可
視
化
の
頻
度
を

上
げ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
不
登
校
の
人
数
及
び
、
校

内
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果

は
。

　
令
和
７
年
度
の
不
登
校
は

小
学
校
25
人（
９
人
増
）、

中
学
校
25
人（
６
人
減
）。

　
五
戸
中
学
校
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
は
延
べ
10
人

が
利
用
。
通
常
の
教
室
に

復
帰
で
き
た
生
徒
が
い
た
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
安
心
し

て
学
校
に
送
り
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
の
話
を
聞
い

て
い
る
。

　
今
年
度
は
五
戸
小
学
校
に

も
開
設
、
５
人
が
利
用
中
。

答 

若
宮
町
長

答 

三
浦
健
康
増
進
課
長

答 

三
浦
健
康
増
進
課
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

櫻
井
教
育
課
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
出
品
予
定

者
は
何
名
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
６
月
１
日
時
点
で
１
０
９

名
。
当
初
の
想
定
を
上
回
っ

て
い
る
。

　
出
品
予
定
者
の
農
産
物
の

品
目（
果
樹
・
野
菜
・
穀

物
・
そ
の
他
な
ど
主
な
種
類
）

に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

　
現
時
点
で
４
４
６
品
目
の

出
品
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

最
も
多
い
野
菜
類
で
は
、
ナ

ガ
イ
モ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
ゴ
ボ

ウ
・
ピ
ー
マ
ン
・
ネ
ギ
等
。

山
菜
・
キ
ノ
コ
類
で
は
、
み

ず
・
き
く
ら
げ
・
こ
ご
み
・

し
ど
け
・
タ
ラ
の
芽
。
果
物

で
は
、
り
ん
ご
・
さ
く
ら
ん

ぼ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・

桃
。
ま
た
、
コ
メ
や
豆
類
、

牛
肉
や
馬
肉
の
畜
産
品
な
ど

多
彩
と
な
っ
て
い
る
。

  

設
備
に
防
災
機
能
も
持
た

せ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
場
所
は
。

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

は
、
正
面
玄
関
か
ら
見
て
隣

接
す
る
芝
生
広
場
の
左
奥
、

防
災
備
蓄
倉
庫
に
集
約
す
る
。

　
当
初
、
医
療
施
設
も
開
設

す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
。

　
医
療
施
設
は
諸
般
の
事
情

に
よ
り
開
設
が
困
難
と
な
っ

た
。
今
後
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、

運
営
事
業
者
を
募
集
す
る
。

　
開
業
時
期
に
つ
い
て
、
出

品
予
定
者
は
お
盆
前
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
強
い
意
向

が
あ
る
が
、
早
め
る
こ
と
は

可
能
か
。

　
当
初
予
定
の
８
月
27
日

か
ら
変
更
し
て
、
８
月
６
日

午
前
９
時
に
オ
ー
プ
ン
し
、

お
盆
の
需
要
を
取
り
込
む
。

質
問 

③

質
問 

④

　
事
業
の
概
要
は
。
ト
イ
レ
、

駐
車
場
の
整
備
計
画
は
あ
る

か
。

　
旧
五
戸
高
校
の
野
球
場
に

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
新

設
す
る
も
の
。
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
１
面
、
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
１
面
が
入
る
広
さ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

ひ
ば
り
野
西
高
校
開
校
に
お

け
る
支
援
政
策
の
一
環
で
も

あ
り
、
高
校
の
利
用
頻
度
が

高
い
と
想
定
し
て
い
る
た
め
、

ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
整
備
計
画

は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
隣

接
す
る
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
、

駐
車
場
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
事
業
費
の
中
に
Ｊ
Ｆ
Ａ

（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）の

助
成
金
が
入
っ
て
い
る
が
、

サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
以

外
の
催
事
に
使
用
し
て
も
差

し
支
え
な
い
か
。

　
申
請
段
階
に
お
い
て
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
と
し
て

申
請
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民

に
供
用
し
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
利
用
が
可
能
で
あ
る

と
確
認
し
て
い
る
。

 

　
現
在
の
野
球
場
の
外
周
に

樹
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
も
伐
採
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

　
工
事
に
支
障
の
あ
る
樹
木

及
び
今
後
支
障
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
は

伐
採
す
る
。

質
問 

②

質
問 

①

要

　望

◆令和７年度の小中学生
　不登校の状況は

　教育長　1,000人あたり60.8人
　　　　　（昨年比6.5人増）

◆多目的グラウンドへの駐車場・トイレの整備計画が
　ないようだが

　教育長　必要に応じて隣接する学校施設の駐車場と
　　　　　トイレを利用させていただくことを検討

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 
②

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

③

答 

澤
田
教
育
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑤

答 

若
宮
町
長

一般質問一般質問
６
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
ご
み
削
減
の
目
標
値（
令
和
17
年
度
）は

　
町
長
　
生
活
系
ご
み
16
％
削
減（
令
和
２
年
度
比
）

◆
産
直
施
設
バ
・
オ
ー
ル
の
開
業
日
は

　
町
長
　
８
月
６
日
に
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
当
初
予
定
の
８
月
27
日
か
ら
前
倒
し

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問
要
旨

　
不
登
校
児
童
生
徒
は
全

国
的
に
増
加
傾
向
で
あ

る
。

　
五
戸
町
は
全
国
平
均
を

越
え
て
い
る
。
昨
年
中
学

校
に
開
設
し
た
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
の
成
果
は

い
か
が
か
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
を
抱

え
る
家
族
を
支
援
す
る
団

体
に
援
助
で
き
な
い
か
。

質
問
要
旨

　
旧
五
戸
高
校
野
球
場
に

整
備
す
る
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
人
工
芝
を
敷
設

し
た
屋
外
施
設
で
サ
ッ

カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
が
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
使

用
で
き
る
と
の
こ
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
概
要

図
面
を
見
る
限
り
ト
イ
レ

も
な
く
、
駐
車
場
も
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
住

民
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

設
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

質
問
要
旨

　
現
在
整
備
中
の
産
直
施

設
バ
・
オ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
町
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と
、
５
月
上
旬
ま

で
に
建
築
工
事
完
了
、
７

月
下
旬
ま
で
に
外
構
工
事

完
了
と
な
り
、
８
月
下
旬

開
業
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
予
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

質
問
要
旨

　
生
活
系
ご
み
削
減
は
住

民
へ
の
周
知
・
協
力
が
目

標
達
成
の
カ
ギ
と
な
る
。

ど
の
よ
う
に
周
知
し
協
力

を
得
る
の
か
。
ま
た
、
生

活
系
ご
み
の
削
減
の
方
法

は
い
か
が
か
。

質
問 

①

質
問 

①

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員
とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
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新
生
の
五
戸
中
学
校
は
、

現
在
の
五
戸
中
学
校
の
場
所

で
校
舎
を
建
替
え
て
開
校
す

る
。
校
章
・
校
旗
・
校
歌
は

現
在
の
五
戸
中
学
校
の
も
の

を
使
用
す
る
。

　
新
生
の
五
戸
中
学
校
は
、

学
校
名
、
校
歌
、
校
章
な
ど

が
現
状
の
ま
ま
残
る
が
、
あ

く
ま
で
も
新
設
の
中
学
校
と

い
う
立
ち
位
置
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
経

緯
で
そ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た

の
か
。

　
町
内
中
学
校
の
統
合
に
あ

た
り
、
地
域
住
民
で
構
成
す

る
統
合
準
備
委
員
会
を
組
織

し
、
そ
の
中
で
様
々
な
検
討

を
し
て
も
ら
い
決
定
し
た
。

　
統
合
準
備
委
員
会
の
中
で

は
、
１
年
で
も
早
い
統
合
が

子
ど
も
た
ち
の
最
大
の
利
益

で
あ
る
と
し
て
、
校
章
及
び

校
旗
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま

ま
と
す
る
案
で
進
ん
だ
。
し

か
し
、
校
歌
に
つ
い
て
は
統

合
３
校
の
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
た
め
に
、
新
し
く
し
よ
う

と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で「
校
歌
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
五
戸
中

学
校
を
卒
業
し
た
多
く
の
大

人
た
ち
の
、
五
戸
町
へ
の
帰

属
意
識
を
薄
く
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。」と
い
う
意

見
が
出
た
こ
と
で
、
一
転
し

て
現
状
の
ま
ま
と
す
る
方
針

に
決
ま
っ
た
。

　
こ
れ
は
五
戸
の
中
心
地
に

多
く
住
ん
で
い
る
五
戸
中
学

校
を
卒
業
し
た
大
人
の
方
々

に
、
五
戸
町
全
域
の
た
め
に

努
力
し
て
欲
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
私
は

受
け
取
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
学
校
の
存
在

は
、
町
を
発
展
さ
せ
る
活
力

の
土
台
な
の
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
学

校
統
合
は
町
を
よ
り
よ
い
未

来
に
導
く
も
の
と
し
て
期
待

す
る
が
、
町
長
の
お
考
え
を

お
願
い
し
た
い
。

　
五
戸
町
は
過
去
に
も
統
合

の
歴
史
が
あ
り
、
今
の
五
戸

中
学
校
も
い
ろ
い
ろ
な
地
域

の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
現

代
で
は
多
様
な
環
境
の
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事

も
含
め
て
、
新
生
の
五
戸
中

学
校
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な

教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
置
く
か
が

大
事
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
校
歌
に
つ
い
て
は
、
五
戸

小
学
校
の
統
合
の
時「
五
戸
」

と
つ
い
た
学
校
の
校
歌
を
守

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
校
歌
が

残
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

中
学
校
の
校
歌
も
そ
う
い
っ

た
面
も
あ
っ
た
の
か
と
思
う

が
、
こ
れ
か
ら
歌
い
継
い
で

い
く
卒
業
生
が
増
え
て
い
く

わ
け
で
あ
る
た
め
、
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

各
地
域
の
方
々
が
納
得
で
き

る
よ
う
な
学
校
活
動
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
川
内
小
学
校
に
つ
い
て
、

町
民
の
方
か
ら
は「
ど
う
せ

五
戸
小
学
校
に
統
合
す
る
の

で
し
ょ
う
？
」と
い
う
率
直

な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
構
想
は

あ
る
か
。

　
現
段
階
で
は
、
町
内
の
小

学
校
は
３
校
を
維
持
す
る
と

い
う
方
針
が
あ
る
の
で
、
統

合
計
画
に
の
っ
と
っ
て
進
め

て
い
く
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
人
数

が
減
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

な
の
で
、
そ
の
時
代
に
合
わ

せ
て
協
議
し
、
判
断
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
町
内
の
小
学
校
の
統
合
及

び
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

統
合
時
期
や
統
合
後
の
決
定

事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め

て
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　
小
学
校
は
令
和
９
年
度
に

切
谷
内
小
学
校
と
上
市
川
小

学
校
を
統
合
し
た
「
川
内
小

学
校
」
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。
中
学
校
は
五

戸
中
学
校
、
川
内
中
学
校
、

倉
石
中
学
校
の
３
校
を
統
合

し
、
令
和
11
年
度
か
ら
新
生

の
「
五
戸
中
学
校
」
と
し
て

開
校
す
る
。

　
川
内
小
学
校
の
校
舎
は
現

在
の
上
市
川
小
学
校
を
使
用

し
、
指
定
運
動
着
は
廃
止
す

る
が
、
校
章
・
校
旗
・
校
歌

に
つ
い
て
は
新
し
い
も
の
に

す
る
。

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

櫻
井
教
育
課
長

質
問 

④

議員活動報告

　令和８年４月24日、新郷村（美郷館）にて五戸町議会議員と新郷村議会議員で構成されている
五戸地区議会議員の研修会が開催され、各町村で活躍する地域おこし協力隊の方々からお話を
伺いました。

講演  「地域おこし協力隊活動について」
講師  五戸町地域おこし協力隊　川村　奈央　氏　　新郷村地域おこし協力隊　清水　香帆　氏

工藤　祐一　氏

　令和８年５月19日、現在建設中の新ひばり野配水塔と配水池の工事現場の視察を行い、八戸
圏域水道企業団の方から工事の概要について説明を受けました。既存施設が老朽化しているた
め、耐震化と貯水量の増加を目的として、令和６年３月から新設工事をスタートしています。
　新たな配水塔と配水池は来年６月に完成予定で、主に五戸中心街周辺地域と豊間内・扇田地
区へ水を供給することになります。

　令和８年５月20日、青森市で開催された議会広報の作成に関する研修会に広報常任委員会か
ら３人の委員が出席し、写真やフォントの選択など、住民が読んでくれる広報について学びま
した。

講演  （１）議会の見える化＆住民との関係性　－議会広報の基本と編集－
  （２）町村議会広報クリニック

講師  議会広報サポーター　芳野　政明　氏

五戸地区議会議員研修会

新ひばり野配水塔・配水池築造工事現場視察

町村議会広報研修会

一般質問

◆
地
域
の
活
力
に
な
る
よ
う
な
学
校
統
合
を

　町
長

　地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

　
　
　
　進
め
て
い
く

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問
要
旨

　
か
ね
て
よ
り
計
画
さ
れ

て
い
る
町
内
小
学
校
の
統

合
及
び
中
学
校
の
統
合
が

目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　
特
に
切
谷
内
小
学
校
は

今
年
が
１
５
０
周
年
記
念

の
年
で
あ
り
、
同
時
に
統

合
前
の
最
後
の
１
年
と
な

る
。
保
護
者
や
先
生
方
、

地
域
の
方
々
が
一
体
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
様
々
な
企
画
を
考
え
て

い
る
。

　
こ
う
い
う
方
々
の
熱
量

を
統
合
後
も
維
持
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

かわさき しち ひろ

川﨑　七洋 議員
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新
生
の
五
戸
中
学
校
は
、

現
在
の
五
戸
中
学
校
の
場
所

で
校
舎
を
建
替
え
て
開
校
す

る
。
校
章
・
校
旗
・
校
歌
は

現
在
の
五
戸
中
学
校
の
も
の

を
使
用
す
る
。

　
新
生
の
五
戸
中
学
校
は
、

学
校
名
、
校
歌
、
校
章
な
ど

が
現
状
の
ま
ま
残
る
が
、
あ

く
ま
で
も
新
設
の
中
学
校
と

い
う
立
ち
位
置
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
経

緯
で
そ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た

の
か
。

　
町
内
中
学
校
の
統
合
に
あ

た
り
、
地
域
住
民
で
構
成
す

る
統
合
準
備
委
員
会
を
組
織

し
、
そ
の
中
で
様
々
な
検
討

を
し
て
も
ら
い
決
定
し
た
。

　
統
合
準
備
委
員
会
の
中
で

は
、
１
年
で
も
早
い
統
合
が

子
ど
も
た
ち
の
最
大
の
利
益

で
あ
る
と
し
て
、
校
章
及
び

校
旗
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま

ま
と
す
る
案
で
進
ん
だ
。
し

か
し
、
校
歌
に
つ
い
て
は
統

合
３
校
の
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
た
め
に
、
新
し
く
し
よ
う

と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で「
校
歌
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
と
、
五
戸
中

学
校
を
卒
業
し
た
多
く
の
大

人
た
ち
の
、
五
戸
町
へ
の
帰

属
意
識
を
薄
く
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。」と
い
う
意

見
が
出
た
こ
と
で
、
一
転
し

て
現
状
の
ま
ま
と
す
る
方
針

に
決
ま
っ
た
。

　
こ
れ
は
五
戸
の
中
心
地
に

多
く
住
ん
で
い
る
五
戸
中
学

校
を
卒
業
し
た
大
人
の
方
々

に
、
五
戸
町
全
域
の
た
め
に

努
力
し
て
欲
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
私
は

受
け
取
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
学
校
の
存
在

は
、
町
を
発
展
さ
せ
る
活
力

の
土
台
な
の
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
学

校
統
合
は
町
を
よ
り
よ
い
未

来
に
導
く
も
の
と
し
て
期
待

す
る
が
、
町
長
の
お
考
え
を

お
願
い
し
た
い
。

　
五
戸
町
は
過
去
に
も
統
合

の
歴
史
が
あ
り
、
今
の
五
戸

中
学
校
も
い
ろ
い
ろ
な
地
域

の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
現

代
で
は
多
様
な
環
境
の
子
ど

も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事

も
含
め
て
、
新
生
の
五
戸
中

学
校
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な

教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
置
く
か
が

大
事
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
校
歌
に
つ
い
て
は
、
五
戸

小
学
校
の
統
合
の
時「
五
戸
」

と
つ
い
た
学
校
の
校
歌
を
守

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
校
歌
が

残
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

中
学
校
の
校
歌
も
そ
う
い
っ

た
面
も
あ
っ
た
の
か
と
思
う

が
、
こ
れ
か
ら
歌
い
継
い
で

い
く
卒
業
生
が
増
え
て
い
く

わ
け
で
あ
る
た
め
、
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

各
地
域
の
方
々
が
納
得
で
き

る
よ
う
な
学
校
活
動
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

　
川
内
小
学
校
に
つ
い
て
、

町
民
の
方
か
ら
は「
ど
う
せ

五
戸
小
学
校
に
統
合
す
る
の

で
し
ょ
う
？
」と
い
う
率
直

な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
。
そ
の
よ
う
な
構
想
は

あ
る
か
。

　
現
段
階
で
は
、
町
内
の
小

学
校
は
３
校
を
維
持
す
る
と

い
う
方
針
が
あ
る
の
で
、
統

合
計
画
に
の
っ
と
っ
て
進
め

て
い
く
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
人
数

が
減
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

な
の
で
、
そ
の
時
代
に
合
わ

せ
て
協
議
し
、
判
断
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
町
内
の
小
学
校
の
統
合
及

び
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

統
合
時
期
や
統
合
後
の
決
定

事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め

て
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　
小
学
校
は
令
和
９
年
度
に

切
谷
内
小
学
校
と
上
市
川
小

学
校
を
統
合
し
た
「
川
内
小

学
校
」
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。
中
学
校
は
五

戸
中
学
校
、
川
内
中
学
校
、

倉
石
中
学
校
の
３
校
を
統
合

し
、
令
和
11
年
度
か
ら
新
生

の
「
五
戸
中
学
校
」
と
し
て

開
校
す
る
。

　
川
内
小
学
校
の
校
舎
は
現

在
の
上
市
川
小
学
校
を
使
用

し
、
指
定
運
動
着
は
廃
止
す

る
が
、
校
章
・
校
旗
・
校
歌

に
つ
い
て
は
新
し
い
も
の
に

す
る
。

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

櫻
井
教
育
課
長

質
問 

④

議員活動報告

　令和８年４月24日、新郷村（美郷館）にて五戸町議会議員と新郷村議会議員で構成されている
五戸地区議会議員の研修会が開催され、各町村で活躍する地域おこし協力隊の方々からお話を
伺いました。

講演  「地域おこし協力隊活動について」
講師  五戸町地域おこし協力隊　川村　奈央　氏　　新郷村地域おこし協力隊　清水　香帆　氏

工藤　祐一　氏

　令和８年５月19日、現在建設中の新ひばり野配水塔と配水池の工事現場の視察を行い、八戸
圏域水道企業団の方から工事の概要について説明を受けました。既存施設が老朽化しているた
め、耐震化と貯水量の増加を目的として、令和６年３月から新設工事をスタートしています。
　新たな配水塔と配水池は来年６月に完成予定で、主に五戸中心街周辺地域と豊間内・扇田地
区へ水を供給することになります。

　令和８年５月20日、青森市で開催された議会広報の作成に関する研修会に広報常任委員会か
ら３人の委員が出席し、写真やフォントの選択など、住民が読んでくれる広報について学びま
した。

講演  （１）議会の見える化＆住民との関係性　－議会広報の基本と編集－
  （２）町村議会広報クリニック

講師  議会広報サポーター　芳野　政明　氏

五戸地区議会議員研修会

新ひばり野配水塔・配水池築造工事現場視察

町村議会広報研修会

一般質問

◆
地
域
の
活
力
に
な
る
よ
う
な
学
校
統
合
を

　町
長

　地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら

　
　
　
　進
め
て
い
く

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

②

質
問
要
旨

　
か
ね
て
よ
り
計
画
さ
れ

て
い
る
町
内
小
学
校
の
統

合
及
び
中
学
校
の
統
合
が

目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　
特
に
切
谷
内
小
学
校
は

今
年
が
１
５
０
周
年
記
念

の
年
で
あ
り
、
同
時
に
統

合
前
の
最
後
の
１
年
と
な

る
。
保
護
者
や
先
生
方
、

地
域
の
方
々
が
一
体
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
様
々
な
企
画
を
考
え
て

い
る
。

　
こ
う
い
う
方
々
の
熱
量

を
統
合
後
も
維
持
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

かわさき しち ひろ

川﨑　七洋 議員
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委
員
長
　
髙
　
奥
　
浩
　
明

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
喜
　
克

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

発
行
責
任
者

議

長
　
川
　
村
　
浩
　
昭

令
和
８
年
7
月
24
日
発
行

　
今
年
度
は
、
本
町
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
６
日
に
は

産
直
施
設「
バ
・
オ
ー
ル
」が

開
業
し
、
地
域
活
性
化
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
川
内
地
区
小
学

校
の
閉
校
や
、
五
戸
総
合
病

院
の
町
立
と
し
て
の
運
営
に

も
一
区
切
り
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
医
療
機
関
そ
の
も
の
は

地
域
に
残
し
て
い
く
方
向
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
地
域
を

支
え
て
き
た
施
設
の
在
り
方

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
く
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
変
わ
る
も
の
と
守
る
べ
き

も
の
。
そ
の
両
方
を
見
据
え

な
が
ら
、
議
会
と
し
て
も
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾

け
、
地
域
の
発
展
と
暮
ら
し

の
安
心
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
喜
克

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 広
報
常
任
委
員
会

９月定例会は９月上旬開会予定です。
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。
（お知らせは８月下旬頃の見込みです）

詳しくは議会事務局へ〔TEL 62 － 2111（代表）〕

議員活動報告

　令和８年５月26日、東京都（東京国際フォーラム）にて開催
された全国町村議会議長・副議長研修会に、五戸町議会から
川村浩昭議長と松山泰治副議長の２名が出席しました。
　研修会では地方創生の現在
地点と地域未来戦略、人口減
少社会における外国人材の確

保・育成の実践、男女共同参画による地域の活性化などにつ
いての講演が行われ、社会情勢の変移に合わせた地方議会の
在り方について学びました。

全国町村議会議長・副議長研修会

議員と意見交換を
しませんか？

五戸町議会では、町内で活動をしている団体やグループ（おおよそ３名以上）から、
まちづくりの課題などについてご意見・ご要望を伺う場への議員の参加を受け付けています。
テーマは五戸町に関するものであれば自由です。（生活、医療、教育、産業、などなど）

※テーマや開催方法等の詳細につきましては、お申込みの際に代表の方とご相談させていただきます。

問合せ・お申込み 五戸町議会事務局 電　話：０１７８－６２－２１１１（代表）
メール：gikai@town.gonohe.aomori.jp

希望される団体又はグループは五戸町議会事務局へご連絡ください。


